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平成12年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行
一学士1,506人， 修士226人， 博士8人計1, 740人が旅立つ－
平成12年度富山大 学学位記授与式が， 3 月 23日 （金）午
前1 1 時から富山 市 芸術 文化ホー ルにおいて挙行され， 総
数1 ,740人が新たな旅立ちを迎えました。
式に先立ち， 富山 大 学フ ィ ルハー モニー管弦楽団によ
る「ラデッキ ィ 一行進曲J（ヨハン・シ ュ トラ ウ ス作曲）
及び「威風堂々」（エ ルゲ一作曲）の演奏と， 富山 大 学
合唱団による「富山 大 学歌」（菊池靖雄作調， 森川勝彦
作曲）及び「夢みたものはJ（立原道造作調， 木下牧子
作曲）の合唱があり， 式場に落ち着いた雰囲気をもたら
しました。
式は， 関係部局長並びに名誉教授9人が列席する中，
時津学長から， 人文学部代表の飯田良智君をはじめとし
て各学部及び大学院 の各研究科代表1 3人に学位記が授与
されました。
続いて， 時津学長が「諸君が旅立つ現代の社会は厳し
いが， 自ら燃える大志を抱き創造 的思考を働かせば， 輝
｜学位記授与式における学長告辞（全文）｜
野山 も春めく， きょうの佳き日 に， 平成12年度学位記
授与式を迎えることは， 本学にとって， 誠に慶びにたえ
ません。
この栄えあ る門出を祝し， ご列席いただきましたご来
賓ならびに教職員各位に対し，心からお礼を申し上げます。
ただいま， 学士1,506名， 修士226名， 博士 8名， 総数
1,740名に学位記を授与しました。 内留学生36名が含ま
れています。
諸君の輝く栄光をお祝い申し上げると共に， との日 を
心待ちにしておられたご家族の方々の深い愛情とご努力
に対し敬意を表するものであ ります。
本日 は， 卒業生， 修了生諸君にとって人生におけ る大
きな節目の一つであ り， 前途は大 きな希望と可能性に満
ちていると思います。 授与された「学位記jは， 社会人
としての教養と学識を有し 国家のため， 人類 の幸せの
ために貢献することを誓う証しであ ります。 大 学で学ん
かしい成果を上げることができる」旨告辞し， 静粛なう
ちに式を終了しました。
なお， 式場前には， 大 勢の学生が集まり， 式を終えた
卒業・修了生に花束を手渡したり， 胴上げするなどして
門出を祝いました。
A人文学部代表 飯田良智くんに学位記を授与
だ教養は， 豊かな感性， 強い意志． 暖かい人間性を育み，
より良い人間関係を築く礎えとなるものであ り， 社会人
として極めて大 切であ ります。
さて， 21世紀は国際競争力の強化が求められる一方，
世界規模での人類 の共存， 共栄をはからなけ ればなりま
せん。 そのためにも， 実力と豊かな人間性を具備した国
際的に適用する能力を培っていくことが必要です。
諸君がこれから社会人として生きてゆくためには， 大
きな責任を果たすべき義務があ り， 決して容易なことで
はあ りません。 諸君が旅立つ現代社会は極めて厳しく，
将来の見通しもまだ定かでなく， 経済を始め多くの分野
で混迷， 途方に迷うニュー スが報道されています。 とれ
に加え国際競争の激化と日 本の少子・高齢化問題が同時
に進 行しています。 しかし， このような厳しい社会に旅
立たれるのもむしろ幸いとして しっかりとした自分自
身の思考と不断の努力で想像もしなかった諸君の実のあ
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る未来が開かれると思います。
ここで， 諸君の幸せを願い 私の研究生活を通して得
た三つの考えをお贈りします。
そのーは． 自ら燃える大志を抱くことです。 物事にあ
たっては， 情熱， 熱意を持つことが大事であ ります。 大
志を持って懸命に事に当たれば， いかに困難なことであ っ
てもおもしろく好きになり疲れも感じません。 そして，
「情熱・熱意」 が「思考」と「能力」に相乗効果を及ぼ
し， 自ら設定した大志を成就させると考えます。
その二は， 深い知識と日 頃の訓練で独創を生むことで
す。 日 本は， 狼創性を生みにくい土壊にあ ると言われて
います。 原因はリス ク を嫌うあ まり， 現状を肯定し， 異
論の発想を除外し遂には物 まねをすることが利口だとす
る考えにあ ります。 今まで日 本の教育は記憶力の優れた
人を優秀だと評価する傾向にあ りました。 他方欧米では，
先人の常識に疑問を投げかけていくタイプの人を独創性
に優れた人として評価しています。 我が国の国際競争力
の視点では， 独創を重視する方向に進む必要があ ります。
諸君は日 々あ らゆる事象について， 疑問を持つ訓練によっ
て問題点を発掘し提起する能力が養われ， 既にあ る深い
知識と相まって独創性を高めることができると考えます。
その三は， 実物 観察と現物 主義で知識の知恵化をする
ことです。 研究開発に従事する人たちは， 本の知識より
実物 観察を現物 主義で語りかけ てくれる設問でもって自
分の方向を決めていきます。 自分の目で自分の手で， 現
象を捉え精神を集中しエッセンスを見極め， 問題点を鋭
く抽出していきます。 研究開発においては知識を知恵化
することが求められます。
以上の三点， 常に新しいものを求める創造 的思考を働
かせば， 輝かしい成果をあ げ， 真 に社会に役立ち， 諸君
は生涯を貫けるすばらしい仕事づくりを歩むことになり
ます。
また， 本日 卒業ならびに修了された36名の留学生の諸
君は， 我が国で難しい日 本語を学びながら学問の教授に
耐えられ精進されました。 これまでの努力に対して心か
ら賞賛いたします。 帰国される諸君もいると思いますが，
苦しいとき， 楽しいとき， 折に触れて， 水と緑のあ ふれ
るすばらしい自然と元気をモッ トー とし， 人情味豊かな
人々に固まれ学んだこの富山 県を思い起こしていただき
たいと思います。
卒業生・修了生の諸君， 本学で学び， 今後いかなる分
野の仕事に就き， 世界の何処に赴任されても， 富 山 大学
の同窓生です。 この事実を胸に， 誇りを持ち， また心身
の健康に留意され， 諸君の人生の明るい未来が限 りなく
開け ていくことを心から期待し， また一層の研績と活躍
を祈念して告辞とします。
平成13年 3 月 23日
富山 大学長 時 津 貢
司書』司司
（政 令）
0 国立学校設置法施行令の一部を改正する政 令（151)
（平成13 .3.3 1 官 報号外特第 8号）
（府令・省令）
0 特定化学物 質の環境への排出量の把握等及び管理の
改善の促進 に関する法律施行規則（内閣府・財務・文
部科学・厚生労働・農林水産・経済産業・国土交通・
環境1 ) （平成1 3.3.30 官 報号外第65号）
（省 令）
0 教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令（文
部科学22) （平成13.3.2 7 官 報第3082号）
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0 教育公務員特例法施行令第 3条の 2の規定に基づく
文部科学省所轄機関等の長の選考の手続及び任期等を
定める手続に関する省令の一部を改正する省令（同25)
（平成13.3 .30 官 報号外第63号）
0 大学の設置等の認可の申請手続等に関する規則のー
部を改正する省令（同26) （向上）
0 大学設置基準の一部を改正する省令（同44) （向上）
0 国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令（同
57) （向上）
0 国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関
する省令の一部を改正する省令（同58) （向上）
0 文部科学大臣の所掌に係る研究の交流の促進に関す
る省令の一部を改正する省令（同59) （向上）
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0 教育公務員特例法施行令第 1 条の規定に基づき大 学
院に置かれる研究科の長を定める省令の一部を改正す
る省令（同62) （向上）
（規 則）
0 人事院規則15・14（職員の勤務 時間， 休日 及び休暇）
の一部を改正する人事院規則（人事院15・14-9) （平成
13.3.2 7 官 報第3082号）
0 人事院規則10-5（職員の放射線障害の防止）の一部
を改正する人事院規則（同10-5-2) （平成13.3 .27 官 報
号外第四号）
0 人事院 規則9-2 （俸給表の適用範囲）の一部を改正
する人事院 規則（同9ふ37) （平成13.3.30 官 報号外63
号）
0 人事院 規則9-6（俸給の調整額）の一部を改正する
人事院規則（同9-6-42) （同上）
0 人事院規則9・17（俸給の特別調整額）の一部を改正
する人事院規則（同9・17-80) （向上）
0 人事院規則9・42（指定職俸給表の適用を受け る職員
の俸給月 額）の一部を改正する人事院 規則（同9-42-
16) （向上）
0 人事院規則9-49（調整手当）の一部を改正する人事
院 規則（同9-49 - 18) （向上）
0 人事院 規則9-102 （研究員調整手当）の一部を改正
する人事院規則（同9・102・2) （同上）
0 人事院規則10・4（職員の保健及び安全保持）の一部
を改正する人事院 規則（同10・4-10) （向上）
0 人事院規則11-8（職員の定年）の一部を改正する人
事院規則（同11-8-13) （向上）
0 人事院規則12-0（職員の懲戒）の一部を改正する人
事院規則（同12 -0-6) （向上）
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第11回富山大学の在り方に関する検討特別委員会
(3月5日）
（審議事項）
(1) 富 山 大 学の在り方（将来像）について
第11回大学教育委員会（3月7日）
（審議事項）
(1) 教養教育副実施機構長の推薦について
(2) 平成13年度学務情報シ ステムの運用について
(3) 平成14年度オリエ ンテー シ ョン（入学式）につい
て
第5回情報委員会（3月9日）
（審議事項）
(1) マルチメデ ィ ア ・ コミニュケーシ ョンセンター 構
想について
(2) 各種委員会との連携について
第11回事務協議会（3月13日）
（協議事項）
(1) 事務情報化 実施計画について
第，，回学生生活委員会（3月13日）
（審議事項）
(1) 平成14年度入学生行事日 程（案）について
(2) Campus News編集委員会委員の選出について
(3) 自己点検評価報告におけ る改善を必要とする重点
事項について
(4) 学部学生生活委員会規則の一部改正について
第8回総務委員会（3月13日）
（審議事項）
(1 ) 総務委員会規則の一部改正について
(2) 専門委員会要項の制定について
(3) 五幅地区構内交通規制に関する実施細目の改正に
ついて
(4) 駐車場の有効利用について
(5) 遺伝子解析研究倫理規則の制定について
第12回国立大学の設置形態に関する検討特別委員会
( 3月15日 ）
（審議事項）
(1) 富山大学の法人化 の形態や組織業務 のあ り方につ
いて
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第12回富山大学の在り方に関する検討特別委員会
(3月15日）
（審議事項）
(1) 富山大学の 在り方（将来像）について
第5回学生相談連絡会議（3月15日）
（審議事項）
(1) 学生相談室要項（案）について
第13回部局長会議（3月16日）
（審議事項）
(1) 学生の 除籍について
(2) 教員人事の 活性化 の 方策について
第 1回大学院委員会（3月16日）
（審議事項）
(1) 大学院学則の 一部改正について
(2) 学位規則の 一部改正について
(3) 大学院教育学研究科規則の 一部改正について
(4) 大学院経済学研究科規則の 一部改正について
(5) 大学院理工学研究科規則の 一部改正について
(6) 学生の 除籍について
(7) 自己点検評価報告による付託事項について
第16回評議会（3月16日）
（審議事項）
(1) 中期目標・中期計画について（継続）
(2) 平成14年度入学式の 挙行日について
(3) 教育学部附属学校園の 学校評議員に関する規則の
制定について
(4) 極東地域研究センタ一規則の 制定について
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(5) 極東地域研究センターの センター長及び教員選考
規則の 制定について
(6) 総務委員会規則の 一部改正について
(7) 学則の 一部改正について
(8) 人文学部規則の 一部改正について
(9) 教育学部規則の 一部 改正について
(10) 理学部規則の 一部改正について
(11) 工学部規則の 一部改正について
(12) 大学院学則の 一部改正について
同 学位規則の 一部改正について
(14) 大学院教育学研究科規則の一部改正について
同 大学院経済学研究科規則の 一部改正について
同 大学院理工学研究科規則の 一部 改正について
第1 3回富山大学の将来計画に関する検討特別委員会
（審議事項）
(1) 平成1 3年度年度計画について
第5回自己点検評価委員会（3月21日）
（審議事項）
(3月16日）
(1) 自己点検評価と外部評価に効率的に対応するため
の 教育・研究活動等の デ ターベース化について
(2) 平成12年度自己点検評価について
(3) 大学評価・学位授与機構の 大学評価への 対応につ
いて
第13回国立大学の設置形態に関する検討特別委員会
(3月26日）
（審議事項）
(1) 独立行政法人化後の 組織業務 の あ り方について
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平成13年度入学者選抜個別学力検査（後期日程）を実施
一 前期日程， 後期日程等 の合格発表 も 無事 に 終了 一
平成13年度入学者選抜個別学力検査（前期日程）及び
私費外国人留学生特別選抜の合格発表が， 3月 7日（水）
午後1時に特設掲示板とホームページにおいて行われ，
1,061人に合格通知が送付されました。
続いて 3月 12日（月 ）には， 後期日程の学力検査等が
各学部検査場において実施され， 志願者2,476人のうち
1,385人が受験しました。 合格発表は， 3月 21日（水）
午後1時特設掲示板とホー ムページで行われ， 419人に
合格が通知されました。
両日程の合格者の入学手続きは， 前期日程が 3月 14日
（水）' 15日（木）に， 後期日程が 3月 27日（火）にそれ
ぞれ行われ， 入学手続締切日において欠 員を生じた学部・
学科・課程では， 28日以降に追加合格による欠 員補充が
実施されました。
なお， 両日程， 推薦入学及び帰国子女・社会人特別選
を合わせた志願， 受験， 合格及び入学状況は巻末資料の
とおりです。
企検査開始を待つ受験生 （教育学部検査場）
大学院工学研究科（博士後期課程）学位記授与式を挙行
3月 14日（水）， 学長室 において大学院工学研究科
（博士後期課程）学位記授与式が挙行されました。 式に
は， 修了認定者1人， 論文審査合格者 3人が出席し， 時
津学長から博士の学位記が授与されました。
なお， 今回， 学位記を授与された棲井 寛さん（72歳。
シ ステム生産工学専攻）は， これまでの67歳を抜き最高
齢取得者となりました。
企憾士 （工学） の学位を授与
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異動 区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所属官 職 異 動 内 d廿� 
採 用 13. 2. 16 田村 宏樹 文部科学技官 （工学部）
昇 任 13. 3. 1 大工原ちなみ 助教授 人文学
学部 教 授 人文学部
（言語文化 科英米言語文化） 言語文化学科英米言語文化）
’1 青木 恭子 講 師 人文学
学部
（国際文化 科国際文化論）
助教授 人文
学
学部
（国際文化 科国際文化論）
内山 純蔵
II ” II II 
II 
文化環境論） 文化環境論）II II 
転 任 13. 3. 1 酒井 香織 神戸大学医学部医事課 経理部経理課
配置 換 13. 2. 5 村道 俊一 経理部経理課収入係主任 経理部契約室 契約第三係主任
13. 3. 1 大川 純 経理部契約室 経理部主計課
臨時的任用の更新 13. 2. 26 山田 智子 教 諭 教育学部 （附属養護学校） 臨時的任用を更新する （～13. 4. 22) 
ミl�己��
学 部 長 の 改 選
人文学部長に矢津教授を選出 員を 2期併任され，現在に至っています。
鈴木敏昭人文学部長の任期
が，平成13年5月 1日で満了
することに伴い，人文学部 教
授会は 3月 6日 （火）に次期
学部長候補者の選挙を行いま
した。
その結果，矢津英一教授が
選出されました。 任期は平成
13年5月 2日から 2年問。
矢津教授は，昭和36年 3月 中央大学商学部を卒業，同
40年 3月 早稲田大学第一文学部を卒業， 同43年 3 月 早稲
田大学大学院 文学研究科修士課程を修了，同47年 3月 早
稲田大学大学院 文学研究科博士課程を単位取得退学後，
同53年4月 富山 大学人文学部助教授に採用され， 同63年
11月 教授となり，平成5年5月 から同9年5月 まで評議
- 8 -
専門は， ロシ ア文学・演劇。 神奈川県出身。
（就任の抱負）
思いがけなく学部長の職を仰せっかり，戸惑っていま
す。
安逸な夢想に浸る， かのオブローモフ が突如寝床から叩
き起こされたような心境です。 しかし， そうした個人的
心境などに関わりなく 大学をめぐる状況は厳しさを増
し， 学部にはさまざまな課題が山 積しています。
お引き受けした以上，微力ながら学部 の発展のために
貢献しなければと考えております。
学部の当面の重要な諜題の一つに教育体制の見直しが
あ ります。 本人文学部は人文科学系の学部としては全国
の大学でも稀にみるほど多彩な専攻 分野のスタッフを擁
していますが，この利点を最大限に生かすにはどのよう
な工夫が必要か，豊かな知性と創造性を備えた人材を育
平成13年4月 富 山 大 学 学 報 第435号
成し，社会に送り出すにはどのようような教育体制が望
ましいか一一等々について現在検討が進 められています。
これまで人文学部が積み上げてきた成果を基盤に， より
充実した教育体制をつくっていかねばなりません。 その
ほか，大学院 の将来像についても， また経済学部との共
工学部長に龍山教授を選出
宮下 尚工学部長が平成13
年4月 1日をもって辞職され
ることに伴い， 工学部教授会
は 2月 14日（水）に次期学部
長候補者の選挙を行いました。
その結果， 龍山 智楽教授が
選出されました。 任期は． 平
成13年4月 1日から 2年問。
龍山 教授は， 昭和46年 3月
大阪大学大学院工学研究科を修了後， 同年4月 富山 大学
工学部講師， 同47年 6月 富山大学工学部助教授， 同57年
4月 同教授となられ， 現在に至っています。
この間， 地域共同研究センター長， 機器分析センター
長を歴任されています。
（就任の抱負）
バブル経済の崩壊に伴う産業構造 の変化や少子 化問題
の急激な進 行とともに大学を取り巻く情勢も大きく変化
し， 富山 大学も今， 関学以来の変革期にあ ります。 大学
教育も卒業時における学生の質が厳しく問われる時代に
同による大学院博士課程の構想についても検討が必要で
す。
不透明ながら迫り来る独立行政法人化 の動きを視野に
入れながら，特色あ る，魅力あ る学部づくりを目指した
いと思います。 ご協力をお願い致します。
なりました。 それと同時に， 大学教育のあ り方， 研究内
容も厳しく評価されようとしています。
富山 大学では， 過去数年間にわたる自己点検評価に加
えて， 学部単位での外部評価も実施されましたが， 今後，
これらの評価をどのように活用するかが重要です。 また，
学生による授業評価， 日本技術者教育認定機構 ( JABEE)
による技術者教育認定制度の導入などを積極的に進 める
必要があ ると考えています。
国立大学とはいえ， 地域に存在意義を認められる大学
でなければ， 今後の存続は困難だと考えられます。 その
ため， 共同研究を始め， 地域との連携の一層の推進に努
めたいと考えています。 また， 国の第 2次「科学技術基
本計爾J構想、からも明らかなように， 大学院での教育・
研究体制の充実， 改善が今まで以上に重要になると考え
ています。 機器分析センタ一 地域共同研究センタ一等
を含めた大学院工学系複合実験研究棟の建設は， その環
境整備の一環であ り， その早期実現を目指したいと思っ
ています。 また， サテライト・ ベンチャービジネス・ ラ
ボラ トリー （SVBL) の実質化 も緊急の課題です。
大変重要な時期に重責を担うことになりましたが， 皆
様のご協力を得て， 工学部， 富山大学の発展に努力して
いく所存ですので， よろしくお願い致します。
平成12年度永年勤続者表彰及び退職者を
囲む懇談会を開催
平成12年度永年勤続者表彰及び退職者を囲む懇談会が，
3月 28日（水） 午後4時から事務局大会議室において開
催されました。
初めに， 文部科学省永年勤続者表彰が行われ， 時津学
長から，角井輿志雄経済学部 事務 長及び近岡忠夫人文学
部・ 理学部事務長補佐に表彰状と記念品が授与されまし
た。 続いて富山 大学永年勤続者表彰があ り，駒城鎮ー経
済学部教授に表彰状と記念品が授与されました。 引き続
き， 時津学長から， 退職者一人一人に記念品の贈呈が行
われました。
その後， 時津学長から， 退職者の方々に対して， 本学
において永年にわたり精励されたことについて深く感謝
する旨挨拶があ りました。
最後に， 退職予定者を代表して駒城鎮一教授が挨拶さ
れ， 式を終了しました。
引き続き， 記念撮影が行われた後， 会場を小会議室 に
移して懇親会が催され， 和やかな雰囲気の中， 古き良き
想い出に話が弾んでいました。
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学 生 部 専 門職 員
人文学部 教 授
人文学部 ・理学部 事務 長補佐
教育学部 教 授
II II 
II II 
II II 
II II 
II 技 能 職 員
経済学部 教 授
II 事 務 長
企退職者を代表して駒域経済学部教授が謝辞 理 学 部 教 授
工 学 部 II 
なお， 退職者の方々は次のとおりです。 II ，， 
経 理 部 課 長 補 佐 刈賀 春樹 II II 
学 生 部 部 長 綴釜 康雄 II II 
II 専 門 員 土肥 隆三 ，， 主 任
II 専 門職 員 田中 祥男 元学生部 専 門 員
ミ』 ミ』
高辻則夫助教授が高岡市民文化賞を受賞
3月 15日（木）， 高辻則夫工学部助教授が， 高岡市 役
所 で行われた「第12回高岡市 民文化 賞」表彰式において，
学術研究部 門賞を受賞しました。
高辻助教授は， アルミニウ ム合金の熱間押出加工の基
礎的研究を実験・理論の両面から行っており， 昨年の日
本塑性加工学会会田技術奨励賞に続いての受賞となりま
した。
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御福 隆
中本 昌年
近岡 忠夫
新井 文 男
泉野 佐一
相馬 恒雄
松 川 三郎
山 瀬 晋吾
清水 和子
駒城 鎮一
角井輿志雄
高木光司郎
岩淵 牧男
葛 晋治
加藤 勉
松 田 秀雄
平野美智子
清水 寛
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＠®®ゅa
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国出張
ピッツパーグ ・カンファレンス 13. 3 .  2 
教育学部 助教授 宮 部 寛 志 アメリ カ 合衆国
( PITTCON2001) （アメリカ化学
会分析化学関連学会） に出席， 研
究成果発表
13. 3 .  11 
13. 3. 3 
工 学 部 教 授 熊 津 英 博 韓 国 特別講演及び共同研究打 合せ
13. 3 .  9 
工 学 部 助教授 小 出 異 路 メ リ カ 合 衆 国 国際会議「活動銀河核からの噴出
13. 3 .  7 
流」 に出席， 発表 13. 3 .  16 
理 学 部 助教授 小 田島仁司 分子 トラップ実験に関する研究打
13. 3 .  11 
アメリ カ 合衆国 合せ 13 . 3 .  18 
理 学 部 助教授 松 島 房 和 遠赤外・赤外分光技術に関する研
13 . 3 .  11 
アメ リ カ 合衆国 究打 合せ 13. 3 .  18 
13. 3 .  19 
教育学部 教 授 山 西 潤 一 アメリ カ 合衆国 全米科学教育学会に出席， 発表
13 . 3 .  27 
理 学 部 助 手 渡 辺 了 オ
会議「変形メカニズム， レオロジー
13 . 3 .  31  
フ ノ ダ とテク トニク ス」に出席 13. 4. 8 
ジョゼフ ・ド・メース トルとフラ 13. 3 .  3 
海外研修 人文学部 助教授 村 井 文 夫 フ フ ン ス ン・マソリ ヌ及び18世紀ユニェティ
スム・アーマルに関する文献調査 13 . 3 .  18 
経済学部 教 授 小 倉 利 丸 オー ス ト ラリ ア イン ターネッ ト の 管理 組織
13. 3 .  7 
I CANNの定例国際会議 13 . 3. 14 
---
ン マ ク
13 . 3. 12 
教育学部 教 授 竹 内 茂 弥 ア
一
ド イ ツ 環境教育に関する調査・資料収集 13. 3. 2 1  
工 学 部 助教授 西 村 克 彦 オー ス ト ラリ ア 希土類磁性化合物に関する調査・
13. 3. 14 
研究 13. 3 .  29 
13. 3 .  16 
人文学部 教 授 小 川 洋 通 アメリ カ 合衆国 資料収集， 研究打 合せ
13. 4. 9 
理 学 部 助教授 野 口 宗 憲 アメ リ カ 合衆国 国際ゾウリムシ会議に出席， 情報
13. 3 .  25 
交換 13. 3 .  30 
人文学部 助教授 呉 人 恵 アメ リ カ 合衆国 アラスカ原住民諸言語の復興保存
13. 3 .  25 
に関する資料収集・情報交換 13. 4. 3 
13. 3 . 25 
工 学 部 教 授 熊 沢 英 博 フ イ ピ ン 共同研究の打 合せ
13. 3 .  29 
人文学部 助教授 緒 方 真 子 中 上海図書館 にて民周期の中国演劇
13 . 3 . 26 
国 関係資料を調査・研究 13. 3 .  31  
人文学部 教 授 前 川 要 イ ギ 文化財保護行政システムの日英比
13. 3. 26 
1) ス 較研究のため 13. 7. 2 
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渡航の種類 所 属 職
氏 名
渡 航先国 目 的 期 問
人文学部 講 師 林 夏 生 韓 近年の日韓文化交流の動向につい
13. 3. 26 
国 て調査・研究 13. 3. 30 
13. 3.26 
教育学部 助教授
市 瀬 和 義 韓 国 韓国における理科教育の現状視察
13. 3. 30 
工学 部 教 授 大 住
剛 中
第5回流体駆動と制御国際会議に 13. 3. 31 国 出席， 研究発表 13. 4. 9 
人文学部 講 師 林 夏 生 韓 韓国の国際交流機関に関する実態
13. 3. 31 
国 調査 13. 4. 10 
昌司）Q9�
《住所変更》
部 局 職
氏 名
人 文 学 部 文部科学教官
内 山 純 蔵（助教授）
経 済 学 部 文部科学教官
大 西 吉 之（講 師）
言ト
報
。小原久治教授がご逝去されました。
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小原久治経済学部教授には， 平成13年3月4日午前3時34分ご逝去（64歳）されましたこ
とをお知らせします。 ここにご生前のご功績とお人柄を偲び 心から哀悼の意を表します。
平成13年4月 富 山 大 学 学 報 第435号
ミ』電』司ミ』
14～15日 前期日程等合格者入学手続
15日 第18回教養教育検討特別委員会
3 月 1日 厚生補導に関する講演会 第4回学長候補者選挙管理委員会
臨時東海・北陸地区国立大学事務 局長会議 第12回国立大学の設置形態に関する検討特別
(KKR名古屋三の丸） 委員会
第7回国際交流委員会学術交流部会 第12回富山大学の在り方に関する検討特別委
2日 学長候補適任者推薦受付期限 員会
厚生補導に関する講演会 第9回国際交流委員会留学生部会
第11回国立大学の設置形態に関する検討特別 第5回学生相談連絡会議
委員会 16日 第13回部局長会議
第 3 回学長候補者選挙管理委員会 第1回大学院委員会
大学開放担当課長会議（国立オリンピッ ク 記 第16回評議会
念青少年総合センター） 第10回富山大学の将来計画に関する検討特別
教養教育スキー実習（2/26～志賀高原） 委員会
5日 第4回大学教育委員会学務事務電算化専門委 パソ コン講習会
員会 富山共 済組合支部連絡協議会役員会（富山合
第11回富山大学の在り方に関する検討特別委 同庁舎）
員会 第9回教養教育企画専門委員会
次期学長候補者選挙公示 19日 事務局連絡会
6日 事務局連絡会 パソ コンリー ダ一等会議
情報関連事務集中化検討会 21日 入学者選抜試験（後期日程）合格発表
第4回放射性同位元素総合実験室 運営委員会 第5回自己点検評価委員会
7日 第11回大学教育委員会 22日 第 3 回低温液化室 運営委員会
入学者選抜試験（前期日程等）合格発表 大学評価に関するシ ンポジ ウ ム（名古屋大学）
第32回運営会議 23日 平成12年度学位記授与式（富山市芸術 文化ホー
8日 第7回大学教育委員会教務専門委員会 ル）
9日 第5回情報委員会 名誉教授との懇談会（名鉄トヤマホテル）
12日 事務局連絡会 26日 事務局連絡会
入学者選抜試験（後期日程） 第13回国立大学の設置形態に関する検討特別
日本育英会業務 連絡協議会（名古屋市） 委員会
13日 会計係長会議 職員教養研修修了式
第33回運営会議 施設整備関係学内ヒアリング
第10回教養教育実施専門委員会 環境物品調達の推進に関する基本方針説明会
第11回事務 協議会 （金沢大学）
第11回学生生活委員会 27日 第34回運営会議
第8回総務委員会 後期日程合格者入学手続
第 3 回環日本海地域研究センター運営委員会 28日 永年勤続者表彰及び退職者との懇談会
14日 学位記授与式（大学院工学研究科博士後期課 30日 辞令交付
程）
倫理制度説明会（名古屋合同庁舎）
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文 学 済 学
3月1日 学部将来計画委員会 3月5日 学部入学試験委員会
6日 研究科委員会 教授会
教授会 人事基本問題検討委員会
学部情報処理委員会 7日 生涯学習・広報委員会
7日 学部予算委員会 学部総務委員会
学部教務委員会 8日 将来構想等検討委員会
9日 学部学生生活・就職指導委員会 13日 学部教務委員会
13日 学部入学試験委員会 研究科委員会小委員会
14日 前学期授業時間割担当者会議 14日 人事教授会
学部教務委員会 研究科委員会
教授会 教授会
20日 研究科委員会 16日 研究科委員会小委員会（持ち回り）
教授会 19日 学部教務委員会
23日 学部教務委員会 人事教授会
29日 学部国際交流委員会 学部総務委員会
学部入学試験委員会
膏 学
研究科委員会
教授会
3月5日 研究科委員会小委員会 情報 処理委員会（持ち回り）
6日 学部入学試験委員会 21日 将来構想等検討委員会
教授会（臨時） 学部国際交流委員会
8日 研究科委員会小委員会 生涯学習・広報委員会（持ち回り）
研究科委員会 23日 生涯学習・広報委員会
教授会 学部・研究科学位記授与式（富山観光ホテル）
人事教授会 28日 研究科委員会小委員会
9日 学部広報委員会
学部将来計画委員会
学
附属養護学校卒業式
14日 教育方法（FD） 推進検討委員会 3月 6日 理工学研究科博士前期課程理学部会
附属幼稚園修了式 教授会
15日 教育学部及び附属学校園共同研究プ ロジ ェ ク 人事教授会
ト運営委員会 理工学研究科博士前期課程理学部会専任教授
附属中学校卒業式 占＝』
16日 附属小学校卒業式 理工学研究科博士後期課程部会
19日 学部学生生活委員会 13日 学部入試委員会
附属小学校、 中学校及び養護学校修了式 理工学研究科博士前期課程理学部会教育委員
附属幼稚園修業式 占＝』
20日 学部入学試験委員会 学部教務委員会
教授会 （臨時） 14日 理工学研究科博士前期課程理学部会
21日 学部自然観察実習センター委員会 教授会
人事教授会 人事教授会
26日 学部入学試験委員会 15日 学部広報委員会
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19日 教授会
21日 理工学研究科博士後期課程部会
理工学研究科博士後期課程部会専攻長会議
27日 学科長会議
住
学
3月2日 学部学生生活委員会
5日 学部合格者検討委員会
学部教務委員会
6日 教授会
専任教授会
理工学研究科博士前期課程工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
20日 学部合格者検討委員会
教授会
21日 理工学研究科博士後期課程部会
理工学研究科博士前期課程工学部会
理工学研究科博士後期課程部会専攻長会議
｜附属図書館｜
3月6日 第3回情報基盤専門委員会
26日 第3回運営委員会
｜地域共同研究セン川
3月22日 第13回運営委員会
ム一品話懇進
「
｜
」
推
－H
一
放
一山
一
開
一泡
一
学
一例
一
大
一書同
一
一 教 一日一習一6・幽，T
一
nL
一獲陸
一
日パ
－仲エ
一
， 
．． 
つd
｜留学生センター｜
3月7日 日本語研修コース（第3期）修了式
16日 第6回運営委員会
｜機器分析センター｜
3月6日 第5回運営委員会
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ミ』
ミー
平成13年度富山大学入学者選抜試験実施状況総括表
学
募集
志願 者数
合格者数（人） 入学者数
者受験 者数 入 学 内 訳
部 学科 （課程） 等 人 員 うち勘日
a （人） b（人） (b/af部 c（人） (c/ alお 合格者数 （人） 男子 i女子 県内i県外 現役 ：浪人
人 文 学 科 60 324 (5. 4) 253 (4. 2 )  72 5 60 21; 39 11; 49 49j 11 
人
国 際 文 イじ 学 科 50 246 (4. 9) 176 (3. 5) 61 4 50 17] 33 9 � 41 46! 4 文
学部百 語 文 イじ 学 科 75 338 (4. 5) 250 (3. 3) 89 83 13: 70 30: 53 73; 10 
計 185 908 (4. 9) 679 (3. 7) 222 9 193 51; 142 50' 143 168; 25 
学 校 教 育 系 23 130 (5. 7) 82 (3. 6) 27  2 25  5j 20 12 ! 13 19� 6 
学校教
障 害 児 教 育系 。； 4j 4 ; 7 46 (6. 6) 40 (5. 7) 7 7 7 3 3 
育 教 員
教
言 語 ・ 社 会系 25 159 (6. 4)  132 (5. 3) 29 2 25  9 � 16 10: 15 20� 5 
養成課
lOi 9j 15] 自 然 ・ 生 活系 25 74 (3 .  0) 47 (1. 9) 28 26  16 17 11 
程
芸 術 ・ 体 育系 7j 11: 21; 育 20 115 (5. 8) 94 (4. 7) 23 22 15 11 1 
発 達臨床専 攻 10 55 (5. 5) 43 (4. 3) 12 11 2j 9 4: 7 10: 1 
生 涯教学 生 涯 ス ポ ー ツ専攻 10 71 (7. I) 62 (6. 2 )  11 11 s; 3 7! 4 9i 2 
育課程
人 間 環 境 専 攻 20 84 (4. 2 )  69 (3. 5) 22 2 20 5i 15 19 11: 3 部
情報教 教育情報システム専攻 20 75 (3. 8) 55 (2. 8) 21 20 gi 11 14 i 6 19i I 
育課程 マルチメディア芸術専攻 10 50 (5. 0) 44 (4. 4 )  12 2 10 2 : 8 6i 4 9i 
計 170 859 (5. 1) 668 (3. 9) 192 10 177 57j 120 78i 99 143 : 34 
経 済 学 科 135 436 (3. 2 )  307 (2. 3) 168 2 143 92; 51 46! 97 120: 23 
経
昼 間主 経 営 学 科 115 402 (3. 5) 279 (2. 4)  144 4 124 7{ 50 33i 91 96! 28  
コ ース 経 営 法 学 科 95 502 (5. 3) 345 (3. 6) 118 99 51: 48 21: 72 86; 13 
済 計 345 1, 340 (3. 9) 931 (2. 7) 430 6 366 211! 149 !06i 260 302] 64 
経 済 学 科 20 154 (7. 7) 99 (5. 0) 37 22 20: 2 13] 9 16i 6 
学 夜 間主 経 営 学 科 20  133 (6. 7) 93 (4. 7) 39 26 14] 12 18! 8 16] 10 
コース 経 営 法 学 科 20 121 (6. 1) 92 (4. 6) 37 22 9i 13 12; 10 14; 8 部
小 計 60 408 (6. 8) 284 (4. 7) 113 1 70 43: 27  43 j 27  46] 24 
計 405 1, 748 (4. 3) 1, 215 (3. 0) 543 7 436 260] 176 149i 287 348: 88 
数 学 科 50 161 (3. 2 )  158 (3. 2 )  58 52 43j 9 17j 35 46i 6 
理 物 理 学 科 40 105 (2 .  6) 83 (2. 1) 49 41 37
j 4 71 34 32] 9 
化 学 科 35 132 (3. 8) 103 (2. 9) 40 37 22: 15 8! 29  29] 8 
学 生 物 学 科 35 142 (4. 1) 116 (3. 3) 43 2 37 25] 12 4 ; 33 23] 14 
地 球 科 学 科 40 151 (3. 8) 146 (3. 7) 49 42 27] 15 1 j 41 32 i 10 部
生 物 園 環 境 科 学 科 30 220 (7. 3) 164 (5. 5) 35 1 30 19i 11 7i 23 22: 8 
計 230 911 (4. 0) 770 (3. 3) 274 5 239 173j 66 4{ 195 184] 55 
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 88 246 (2 . 8) 236 (2. 7) 112 98 94i 4 34: 64 82] 16 
工 知 能 情 報 工 学 科 78 291 (3. 7) 283 (3. 6) 97 86 82: 4 35; 51 73; 13 
学 機械知 能 シ ス テ ム 工 学 科 88 424 (4. 8) 421 (4. 8) 113 2 94 goj 4 38i 56 75i 19 
部
物 質 生命 シ ス テ ム 工 学 科 151 549 (3. 6) 415 (2. 7) 185 172 118] 54 49i 123 145] 2 7  
計 405 1. 510 (3. 7) 1. 355 (3. 3) 507 2 450 384] 66 156] 294 375i 75 
.g- 計 1,395 5, 936 (4. 3) 4 ,  687 (3. 4) 1, 738 33 1. 495 925] 570 477 : 1. 018 1,218[ 2 77 
（参考） 平成12年度 1 1.4351 5.858 (4.1) 1 4.543 (3.2) 1 1.7681 281 1.4891 917 : 5721 468: 1.0211 1.247 : 242 
増減 I .t:..4o\ 18 (o. 2> I 144 (o. 2> I ム301 51 61 8 ） ム21 9 ！ ム31ム29 : 35 
備
考
（注） 上記の数は， 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜， 専門高校卒業生選抜の数を含み， 外国人留学生の数は含まない。
- 16 -
平成13年4月 富 山 大 学 学 報 第435号
平 成 13年3月卒業者数
。学 部
入 学 年 度
学 部 学科 （課程） 計
11 10 9 8 7 6 5 4 3 
人 文 学 科 1 73 9 1 1 86 
国 際 文 化 学 科 49 ( 1) 9 2 61 ( 1) 
人 文学部
言 語 文 化 学 科 4 63 ( 1) 10 2 79( 1) 
言十 5 。 185 ( 2) 28 5 1 。 226( 2) 
学校教育教員養成課程
141 141 
総 合 教 育 課 程 32 32 
小学校教員養成課程
5 1 6 
中学校教員養成課程
2 3 
教育学部
養護学校教員養成課程
。
幼稚園教員養成課程
情 報 教 育 課 程
計 。 。 173 8 2 。 。 。 184 
昼 経 済 学 科 126 ( 1) 13 3 2 2 146( 1) 
主問
経 営 学 科 109 ( 4) 5 117 ( 4) コ
ス 経 営 法学 科 85( 1) 4 2 91 ( 1) 
計 。 320 ( 6) 22 4 4 3 。 。 354 ( 6) 
経済学部 夜主間 経 済 学 科 16 2 19 
経 営 学 科 2 14 16 コ
ス 経 営 法学 科 15 16 
計 4 。 45 2 。 。 。 。 。 51 
計 5 。 365 ( 6) 24 4 4 3 。 。 405 ( 6) 
数 学 科 41 3 3 47 
物 理 学 科 38 4 1 45 
化 学 科 5 34 40 
理 学 部 生 物 学 科 3 27 3 4 37 
地 球 科 学 科 30 8 3 43 
生物圏環境科学科 26 5 33 
計 9 1 196 24 12 3 。 。 。 245 
電気電子システム工学科
7 74 81 
知 能 情 報工学 科 10 69( 3) 79( 3) 
機械知能システム工学科
5 74 79 
物質生命システム工学科
14 120 134 
工 学 部 電 子 情 報工学 科 5 2 3 2 13 
機 械システ ム 工 学 科
13 3 16 
物 質 工 学 科 11 4 1 2 1 19 
化 学 生 物工学 科 19 5 1 25 
計 36 337 ( 3) 48 14 5 4 。 1 446 ( 3) 
メ口〉、 計 55 2 1. 256 (11) 132 36 15 8 1, 506 (11) 
（注） 1 .  ( ）内は， 外国人留学生で内数
2. 平成11、 10年度入学の卒業者は， 3年次編入学者
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平 成 13年3月修 了 者数
。大学院
研 究 科
入 学 年 度
専 攻 計
11 10 
文 イじ 構 造 研 究 専 攻 9 10 
人 文 科学 研 究科 地 域 文 化 研 究 専 攻 1 1 
計 10 1 11 
学 校 教 育 専 攻 8 8 
教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 15 15 
計 23 。 23 
地 域 ． 経 済 政 策 専 攻 9 ( 4) 9 ( 4) 
経 済 学 研 究 科 {t. 業 経 営 専 攻 8 ( 5) 8 ( 5) 
計 17 ( 9) 。 17 ( 9) 
数 学 専 攻 12 12 
物 理 学 専 攻 15 1 16 
イ七 学 専 攻 12 12 
前 生 物 学 専 攻 8 8 
地 球 科 A寸三＇！ 専 攻 9 9 
生 物 圏環 境 科 学専攻 8 8 
計 64 1 65 
電 子 情 報 工 学 専 攻 41 ( 9) 41 ( 9) 
機械シ ス テ ム 工 学専攻 27 ( 3) 27 ( 3) 
理 工 学 研 究 科 期 物 質 工 学 専 攻 25 ( 1) 25 ( 1) 
化 学 生 物 工 学 専 攻 17 ( 1) 17 ( 1) 
計 110(14) 110 (14) 
計 174(14) 1 175(14) 
シ ス テ ム 科 学 専 攻 1 1 
後 物 質 科 学 専 攻 3 ( 2) 3 ( 2) 
エ ネ ルギ ー 科 学専攻 2 2 
期 生 命 環 境 科 学 専 攻 2 2 
計 。 8 ( 2) 8 ( 2) 
計 174(14) 9 ( 2) 183 (16) 
メE』l 計 224 (23) 10 ( 2) 234 (25) 
（注）1. ( ） 内は， 外国人留学生で内数
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平成12年度大学院研究科修了者一覧
［人文科学研究科 （修士課程）］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
文 化 構 造 研 究 ラジオ ノワ ロシア語の小詞の習得についてナ タ リ ア
後 藤 由 香 音楽の聴取が精神テンポ と時間知覚に及ぼす影響
望 月 昇 自尊感情 と反映的 自己評価の関係について
吉 田 真奈美 顔の認知における視点変化の影響
黄 新 字 越境者が依存する エスニッ ク ・ メ デ ィ アの変遷在目撃人社会の擬似的情報環境への考察
浅 野 良 治 玉作の様相か ら見た弥生社会のー側面ー管玉製作技法のー側面一
高 志 こころ 物質文化の認知考古学的研究古墳時代初頭土器の色彩情報 を 中 心 と し て
中 谷 正 和 長野北部における弥生時代中期後半一後期初頭の土器変革過程一
田 中 学 古代か ら 中世におけ る砥石の流 通 と 消費
理店 日庁 江戸時代に於ける『水滞伝』の受容ー『通俗忠義水滞伝』 を 中心 と して ー
地 域 文 化 研 究
アンチェンコ 小山内蕪 とチエーホフ劇ヤーナ
［教育学研究科 （修士課程）］
専攻 専修 氏 名 �岡A 文 題 目
朝 倉 恭 子 個別学習の共同化で生まれる学びー フ レネ教育法か ら の提起
学 学
小 幡 裕 一 小・中学校における教師の生徒指導観が指導態度に及ぼす影響
坂 井 朋子 中学生のい らだちに及ぼす ソ ー シ ャ ルサポー ト の効果
校 校
杉 谷 忌F宮多、電 心拍 を指標 と し た重度重複障害児に対する トランポ リ ン運動の研究
教 教
西 川 よ し子 「言語体験」を シラパス設計の核 とする 小学校英語のカリキュラム研究
野 畑 明 仁 Positi ve Beha vioral Su pport に基づく 重度知的障害児の適応的な行動形成 を 目 指 し た支援
育 育
水 谷 かお り 構成的グループ・エンカ ウンタ ー を活用 し た適応指導教室における援助活動
宮 城 和 代 LD児及びその周辺児の ソ ー シ ャ ルスキル・ ト レーニングー ト レーニング効果 とその社会的妥当性・ 教育現場での有用性についてー
音楽 井 波 咲 子 「総合的な学習の時間」における音楽劇の導入に関する研究教育 一音楽指導を 中心に し て ー
教 岡 上 浩 子 国語科の基礎・基本 と「総合的な学習」 と の関連
国語
科
教育
鎌 田 康 平 詩の指導法再考一 高等学校 を 中心 と し て ー
教
理科 木 下 正 博 富山湾における贋気楼の研究 とその教材化教育
美術 熊 谷 悦子 彫刻家 荻原守衛の作品におけ る感情表現の考察育 教育 一 人体造形における感情表現の研究ー
音楽 佐 藤 一 秋 発声指導の研究ー ベルカン ト を 中心 と し て ー教育 学位演奏曲 目 ：Di e schOe Mull e rin よ り La Tra vi ta よ り
- 19 -
平成13年4月 富 山 大 学 学 報 第435号
専攻 専修 氏 ・名 論 文 題 自
家政 城 岡 恭 子 小学校家庭科の着方学習 における コ ンビ ュ ー タ 支援教材に 関する研究教育
数学
高 島 由 順 数学史に基づく 数学教材の作成について
教 教育 永 井 快 行 数学教育における
コ ン ビ ュ ー タ の利用 について
一作図ツールを活用 し た高等学校幾何教材の作成ー
保健 橋 場 理 恵 低酸素環境における ト レーニ ング効果に関する研究
科 体育
技術 原 因 尚 計 新学習指導要領に対応 し た総合的な技術教育カ リ キ ュ ラ ム の開発教育
教
堀 江 祐 司 作用 素の不等式と 平均
数学
教育
村 井 カ 3 次方程式 ・ 4 次方程式の根の公式 に つ いて育
国語 村 山 永吏子 国語科における学習ツールの研究教育
家政 孫 虹 虹 夫婦の家庭生活における役割構造 と 家族の情緒構造の関連教育 一 日 本 と 中国の比較か ら ー
［経済学研究科 （修士課程）］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
地域 ・ 経済政策 石 丸 泰 環境保全に向けた企業の 自 主的取組についての一考察～化学物質の 自 主的な適正管理 を中心に～
稲 葉 智 裕 地域循環型農業に関する 実証的研究
中 林 美奈子 介護保険制度下における 高齢者保険活動のあ り 方に関する研究ー エ ンパ ワ ー メ ン ト ア プ ロ ーチの展開 に向けて ー
中 村 正 春 地場中小企業の環境規格取得の課題
中 村 里恵子 自 動車交通 に関する 諮問題解決にむけた交通需要マ ネ ジ メ ン ト について の一考察
貿 素 平 中国における高齢者扶養問題について
段 云 強 W T  O加盟の 中国産業への影響 とその対策一 自 動車産業 と 金融業を 中心と し て ー
張 恵 紅 日 本の総合商社にお ける 日 商岩井の経営実態 について
洪 仁 順 中国社会保障制度 に関する研究
企 業 経 営 今 家 徹 之 地方 自 治体におけるガパナ ンス ・ システムの再構築一行政の説明責任 と市民悩働型ガパナ ンス ・ システムの可能性を め ざ し て ー
塩 谷 歌 織 日本のペッ ト産業一 「擬人化J の販売戦略一
福 井 幸 博 ベ ン チ ャ ー企業の競争戦略に関する研究- N P O  （非営利組織） と P 0 （営利組織） に よ る 事業進化 ー
掌 欣 中 国 自 動車産業における外資系企業一 日 ・ 欧 ・ 米 自 動車産業を 中心 と し て ー
王 丹 中国における企業会計基準の研究
権 五 勲 韓国 と 日 本の財閥の比較一現代 と 三菱 を 中心に ー
GOH KIM SIAH マ レー シアのマルチ メ デ ィ ア ・ スーパー ・ コ リ ド ー （MSC） 計画一 計画の実現に向けての外資政策 と 課題一
CHAN KEAN HAN マ レー シ ア にお け る 金融危機以降の外資導入状況 とその問題点について
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［理工学研究科憎士前期 課程 （理学系） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 日
数 学 専 攻 上 回 治 樹 グ レ ープナー基底 と その応用
太 田 政 哲 符号理論の研究
加 藤 俊 輔 Four Proofs of The Ergodic Theorem 
佐 藤 楕円型方程式に対する Picone 等式 と Sturm 型比較定理
津 村 巧 2 餌食ー 1 捕食種モデルにおけ る棲み分け共存解について
正 角 豊 Oscillatory properties of solutions of nonlinear parabolic equations with functional ar思1ments
中 井 俊 Almost Hermitian s回ctures on tangent bundles 
西 脇 理重子 常微分方程式に対す る Sturm 型比較理論
野 村 克 幸 Beckenbach の不等式 に つ いて
水 谷 肇 秀 連続型のエルゴー ド定理について
森 川 育 生 国体燃料の燃焼問題にお け る 進行波解の共存 と安定性について
山 本 清 則 単純拡大環の研究
物 理 学 専 攻 石 川 賢一郎 放射光 ト ポグ ラ フ ィ に よ る 低速育成 CZ-Si結品中 grown-in 欠陥の評価
石 黒 将 大 波長可変炭酸ガス レーザー に よ る メ タ ノ ール分子の赤外分光
伊 藤 大 介 光誘起 ド リ フ ト の研究
王 栄 龍 振動励起状態 におけ る水分子の遠赤外 レーザー分光
唐 川 義 史 マイ ク ロ 波ス ペ ク ト ル に よ るギ酸メ チル分子の研究
酒 井 寛 セ リ ウム化合物 Ce (Pdl寸 Nix) 2Al3中 の 4f電子の局在 ・ 非局在の研究
佐 々 木 竜 太 ダイ オー ド レーザー を用 いた近赤外分光計の開発
石 長 光 Kac-Moody 代数の非可変ゲー ジ場に よ る 表現
須 山 洋 行 短 ミ リ 波分光計 に よ る 分子分光
田 中 和 裕 星間分子のマイ ク ロ波分光学
徳 永 隆 和 エチルメ チルエーテル分子のマイ ク ロ 波分光
番 場 勝 彦 核ス ピ ン異性分子の変換速度の研究
又 場 龍 大 低エネルギーニュ ー ト リ ノ での振動現象
松 田 昇 カ ゴ メ 格子 REPdAl (RE=Ce,Pr,Nd） の単結品試料に よ る フ ラ ス ト レー シ ョ ン と 結品磁気異方性の競ぷE』l 
宮 本 茂 樹 球状領域中のス ト ー ク ス流のカオス
山 下 淳 結び 目状ソ リ ト ン のエネルギー と Hopf の位相不変量
化 学 専 攻 青 山 新 マグネシアセ メ ン ト の振動ス ペ ク ト ル と構造
石 倉 貴 志 ボルフ ィ リ ン と ビチ オ フ ェ ンの融合体の合成 と性質
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化 学 専 攻 石 橋 大 コ ノ カ ルボ ンの合成研究
草 島 浩 司 フ エ ノ キ ソ 基 を も っ配位子を配位 し たパナ ジ ウ ム （ ill ） 錯体の合成 と 性質
蔵 本 礼 子 パ ラ ジウム触媒 を 用 い る Pumiliotoxin 209F の合成研究及び 回nscyclohexane- 1 ,2-diol を不斉補助基に用 い る 不斉反応の開発
小 林 央 岳 パ ラ ジ ウ ム （ II ） 触媒を用 い る 立体選択的なピペ リ ジ ン不斉合成素子の構築 と アザ糖 を 中心 と す る天然物合成への応用
苦情 藤 和 仁 抗 HIV 活性を有する テルペス タ シ ン の不斉全合成研究
坂 井 砂 織 不斉修飾ニ ッ ケル触媒 を 用 い た アセ ト 酢酸 メ チル の エナ ンチオ面 区別水素化機構に関する研究
酒 井 博 志 ビチオフ ェ ン を構成単位 と す る オ リ ゴマーの合成 と 性質
立 川 智 之 ニ ッ ケル水素電池電極用 Mg-Ni 系合金に 関する研究
前 川 茂 治 8 の字型 シ ク ロ フ ァ ン の合成 と 性質
村 井 忠 幸 材料表面層 にイ オ ン注入さ れた ト リ チ ウ ム 量の非破填測定法 に関す る研究
生 物 学 専 攻 遠 藤 利 恵 ゴマ の花外蜜腺お よ び花の形成過程の形態学的研究
上 条 雅 無尾両生類腎臓 に お け る 各種 ATP アーゼの分布 に 関 す る 形態学的研究
榊 原 真理奈 ネ ナ シ カ ズ ラ に お け る プ ロ グ ラ ム細胞死に関す る研究
佐 藤 美 鈴 硬骨魚類 ミ シ マ オ コ ゼ PACAP 遺伝子の発現動態 に 関する研究
沢 田 章 治 A 6 細胞 （無尾両生類培養腎細胞） に お け る ナ ト リ ウ ム利尿ペプチ ド の 生理作用 に 関する研究
蓮 沼 明 子 ネ ナ シ カ ズ ラ の寄生根形成過程 に お け る 細胞墜修飾 タ ン パ ク 質遺伝子群の発現パ タ ー ン
堀 卓 央 ヤ ナギ類を寄生植物 とするハム シ類の群集生態学的研究
森 田 和 英 硬骨魚類 ミ シ マ オ コ ゼ脳内 PACAP の機能形態学的研究
地 球 科 学 専 攻 阿 部 健太郎 北部フ ォ ッ サマグナ地域西縁小谷断層 の テ ク ト ニ ク ス
安 部 美 佐 大分県三重町地域秩父累帯の地体区分 と 左横すぺ り 明断帯
金 谷 隆 行 富山平野西縁， 呉羽山断層周辺の地下構造 と 丘陵形成史
小 森 哲 也 非地震周期帯 に お け る サプタ ク シ ョ ン ゾー ン ダイ ナ ミ ク ス
遠 山 和 大 水みち に着 目 し た 山岳地積雪の融解水流下過程
漬 野 淳 し も ざ ら め雪の成長に関する研究
布 野 健太郎 D ” 層サイ レ ン ト 自 身 と コ ア マ ン ト ル境界ダイ ナ ミ ク ス
吉 光 淳 子 海洋上部マ ン ト ル に お け る大規模異方性
渡 辺 勝 也 第四紀火山岩の古地磁気 ・ 岩石磁気の研究
生物園環境科学専攻 伊 藤 晋 ゼ ンマイ 胞子の葉緑体 に お け る ル ビス コ 分解酵素の性質
兼 松 大 介 C.Elegans 卵母細胞の受精時細胞 内 カ ル シ ウ ム イ オ ン の遊離機構
佐 竹 宏 介 富山 と 沖縄 に お け る 降水の化学組成 と 伺位対比
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生物園環境科学専攻 芝 原 滋 啓 環境水中 の非イ オ ン界面活性剤のイ オ ン対抽出／吸光光度定量法の 開 発 と そ の応用
田 中 宏 蛍光の脱消光測定 に よ る 精子先体反応の検出
仲 田 喜代美 ム ラ サキイ ガイ を 用 い た富山湾沿岸域の海水汚染モニタ ー
堀 家 直 哉 ド ナ リ エ ラ を用 い た 沿岸域海水汚染のバイ オ ア ッ セ イ の 可能性
前 野 寧 子 ゼ ンマ イ 胞子の発芽 を抑制する 物質の作用機構
［理工学研究科樽士前期 課程 （工学系） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
電子情報工学専攻 赤 江 尚 徳 Al Sb バ ッ フ ァ 一層 を 介 し た Si (001） 基板上への InSb のヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
安 達 勲 永久磁石形 同期発電機 を 用 い た風力発電装置の特性解析法に関する研究
阿 閉 進 也 動的輪郭モデル を 用 いた画像中 の対応点探索
岩 瀧 誠 也 音声の倍音構造 に 着 目 した特徴抽出I去に関する研究
江 指 慶 春 カルニチ ン の神経組織障害保護作用 に関する基礎的研究
大 橋 俊 道 景観画像か ら の感性情報の抽 出 と 推定
大 脇 行 博 ラ ンダム ド ッ ト 単一電子デバイ ス の作製に関する研究
小 津 善 昭 F D T D 法 に よ る 輪対称 円 筒圧電媒質 の弾性波動 ・ 振動解析の定式化
河 合 良 直 符号化 さ れたス テ レ オ静止画像の 品質評価モデル
河 原 伸 行 視床下部弓状核及び縫線核ニ ュ ー ロ ン活動に対す る オ レ キ シ ン の作用
菊 川 泰 伸 エ コ ーキ ャ ンセ ラ に お け る ロ バ ス ト な伝達関数推定法に 関する研究
熊 谷 達 郎 視床下部室傍核ニ ュ ー ロ ン活動に対す る オ レキ シ ン の作用
ー‘
左 尾 治 ー モ ン テ ・ カ ル ロ 法 に よ る 表面吸着構造の研究
漂 崎 幸 三 ニ相交流磁気浮揚形 リ ニ ア誘導モー タ に関する研究
菅 田 真 紀 量子井戸 を 用 い た 量子計算機素子に関する研究
杉 山 大 輔 Magnetic Field Energy Dissipation in Force-free Configuration of Collisionless Plasm鎚
頭 川 武 央 有機薄膜ヘテ ロ 接合 フ ォ ト ト ラ ン ジス タ の動作特性 に関す る研究
高 田 久 利 NiTi ス バ ッ タ 膜組成の Ar 圧力依存性
高 塚 徹 複合有限要素モデル に よ る マ ス ク パ タ ー ンの熱変形解析 ー そ の 2 一
武 内 久 典 風力発電 に お け る 永久磁石形同期発電機の位相 に よ る 発電電圧抑制に関する研究
竹 内 文 彦 雷雲観測のため の水平方向電界計測装置の 開 発
谷 杉 智 志 風カ発電シス テム に お け る 系統連系時の突入電流に 関す る 研究
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電子情報工学専攻 中 川 昌 紀 数式画像の解析 と 再構成 に 関す る研究
西 村 隆 志 辺要素 に よ る 3 次元電磁界解析のためのハイ ブ リ ッ ド 型 無限要素 に つ い て
根 岸 秀 行 カ ラ ー文書画像か ら の文字領域抽出 に 関す る 研究
野 村 忠 之 量子 ド ッ ト を介 し た電子輸送現象の研究
古 沢 恭 子 Collision of Small Magnetic Flux Tubes in the Solar Photosphere 
堀 田 武 嗣 補償回路付き電力分配回路に関する研究
前 浩 和
Dissipation of Magnetic Field Energy due to Three Dimensional Reconnection in Relativistic El即位。n
Beam Plasmas 
松 本 克 裕 波数空間にお け る ス ペ ク ト ルの伸縮近似 を 用 い た頭部伝達関数の推定に 関する研究
，． 
水 野 貴 動物のか ゆみ反応の定量的計測 に関する研究
山 田 岳 史 硫酸グ リ シ ン の強誘電相 に お け る 誘篭分散
依不位音古麗郷 結合線路形 E M C フ ィ ルタ の解析
仇 輝 c T ア ルゴ リ ズム を 用 い た磁界の可視化
GROUZNEV Sb Adsorption on the In-induced Surface Reconstructions of Si ( 1 1 1) Substrate DIMITRI 
走t 玖 生体肝内の超音波伝播， 散乱特性の数値 シ ミ ュ レー シ ョ ン に 関する研究
都 餅 郷 国体に衝費量を加えた時の放射音の解析に関する研究
FRANK EKPAR A Study on Cons甘uction of Perspective-Corrected Views 丘om Panoramic Images 
XAYPHONE 回転 ミ ラ ー を用 いた高時間分解雷放電画像計調lj シ ス テム の 開 発BO UN SOU 
馬 恒 フ ッ 素置換フ ェニル ビ シ ク ロ ヘキサン単体及び二成分混合系 の液晶物性 に関する研究
劉 穎 超音波洗浄槽の有限要素解析
機微システム工学専攻 伊 藤 竜 人 改良 9Cr・lMo 鋼の高温低サイ ク ル疲労き裂伝ば挙動に及ぽす負荷ひずみ波形の影響
片 山 義 和 全方向移動型跳躍 ロ ボ ッ ト の研究
金 山 賢 治 鉛直管内 を 上昇する気流中 の粒子の挙動 に 関す る研究
北 海 広 樹 表面改質ア ル ミ ニウム合金の疲労強度特性に及ぼす応力 比 の影響 に 関する研究
北 村 隆 二 フ ェ ースギヤのかみあ い解析 と 歯切 り 法 に関する 研究
日 下 善 雄 段差よ じ登 り 型移動機械の研究
白 山 勝 転が り すべ り 接触 に よ る 表面および内部き裂の進展経路 と 寿命評価
立 田 雅 裕 改質アルミ ニ ウ ム 合金の耐摩耗性およ び機械加工性に関する研究
高 橋 誠 交流カ ロ リ メ ト リ 法に よ る熱拡散率測定に及ぽす諸国子の影響に 関する研究
竹 井 隆 博 ミ ス ト 化 し た植物油 に よ る 旋削の最少量潤滑の最適化 に関す る研究
千 葉 墜 工業用純アル ミ ニ ウム の腐食疲労過程 に お け る 腐食 ピ ッ ト の発生 と 成長特性
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圧電素子 を 用 いた微小切込み方法に よ る 各種金属材料の被削性に関す る 研究
V 形 1 2気筒機関の起振モー メ ン ト に 関す る研究
多変量解析 に よ る デー タ 分類に関する研究
力 学系理論 に よ る Jacobi-Parron algorithm の研究
微細気孔 を持つ 吸着粒子内の氷の融解潜熱 に 関する研究
S M A ア ク チ ュ エ ー タ を 使用 し た 移動 ロ ボ ッ ト の試作 と 動作制御
銀旋状に配置 さ れた管内 を流れる流体 の熱伝導 シ ミ ュ レー シ ョ ン
加熱転が り 接触 を 受 け る 被覇半無限体界面き裂の分岐屈折進展特性
ニ ッ ケルアル ミ ナイ ド を 結合相 と し た耐熱型サー メ ッ ト の作製とハイ ブ リ ッ ド化に関する研究
LiBr 水溶液中 に析出する 氷の凝固 ・ 融解特性 に関する研究
ワ イ ヤ放電加工の ワ イ ヤ 断線防止制御 に 関す る研究
水分の吸着 ・ 脱着 を伴 う 微細構造繊維の伝熱 に関する 解析的研究
ト ポ グ ラ フ ィ 破面解析 に よ る 内部き裂進展挙動 に関する研究
特殊青銅合金の被削性 に及ぼす ビ ス マ ス の影響に関する研究
包絡線に よ る 物体形状の測定
絡子 を使っ たス テー ジ移動量の画像計測
ア ミ ロ ー ス に よ る 有機化合物の包接挙動
粉砕 を 伴 う 転動造粒法 に よ る 複合微細造粒粒子の連続生成複合特性に及ぽす原料供給法の影響
1 ,  3 ,  5 ー シ ク ロ ヘ プタ ト リ エ ン ー 7 ー オールの検出 と 捕捉
抗菌性アル ミ ニ ウ ム焼結体 の作製 と 評価
Pr- (Fe, Nb, Ta） 一 0 系複合酸化物 に関す る研究
ア ド バ ンス ド ゾルーゲル法 に よ る酸化物薄膜の作製 と応用
多種粒子を含む懸濁液中 で の湿式造粒の研究
R, xPrxBa2Cu301 y 系 （R=Y, La） に お け る 超伝導 ー 磁気相関
Tm, xGdxNi2B2C の超伝導 と 磁性
メ カ ニカルア ロ イ ン グ法で創製 し た Cu-C 系強制固溶体の熱的安定性
微細粒子群の湿式形状分離装置の 開 発 分離特性に及ぼす各種操作条件の影響ー
極低温異方向圧延 し た3004及び5083ア ル ミ ニ ウム合金の回復 ・ 再結晶
フ ラ ン縮環系 ボ レ ピ ン誘導体の合成 と 物性
低 レイ ノ ルズ数型 1 方程式モデル に よ る 乱流促進体 ま わ り の流動解析
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物 質 工 学 専 攻 土 山 武 範 異形粒子群の分隊 と そ の粒子特性 一 粒子形状 と圧嬢 ・ 摩耗特性 一
中 村 友 則 非晶質 Fe-Ni-B 合金の結晶化
西 佳 彦 ビニル ト リ ヱ ト キ シ シ ラ ン に よ る 二酸化チ タ ン の疎水化
西 川 輝 彦 直交型 π 電子系 キ ノ ン化合物の合成研究
野 村 寵 次 過飽和溶液中 の結品成長 に 伴 う 二重拡散対流の数値解析一 べ き乗型成長速度式 に よ る検討一
橋 爪 隆 発生ガス分析用 湿度セ ンサの改良 と応用
松 井 宏 昭 Al-Mg-Si 合金の時効析出過程
安 川 貴 洋 希土類化合物 悶iAI. (R=Pr Nd） の電気的， 磁気的， 熱的性質の研究
山 田 雅 留 ガス 分析法 に よ る Fe-Cr 系 酸化物の炭素還元過程
渡 辺 雅 彦 二つ の粒子形状指数に及ぼす粒子配向性の影響
孫 鬼 東 節分け特性に及ぽす粒子形状効果
化学生物工学専攻 市 川 見 Interaction between Sorbed Water and Various Polymer Materials As Examined by Infrared Spec仕oscopy
上 西 勝 也 液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ 充て ん剤 用 チ タ ニ ア ， シ リ カ 球状粒子の生成
大 島 孝 志 歯肉薄液を用 いた携帯型非侵襲血糖測定器の開発
大 堀 和 彦 Accumulation of Functional Block Telomers on Inorganic 加d Organic Subs回tes
小 津 能 彦 A T  L 関連候補癌抑制遺伝子 （A T L 1 ） の単離
北 川 隆 洋 アガ リ ク ス茸菌糸体の培養法の確立 と 熱水抽出成分の抗酸化活性の検討
草 薙 勇 エ レ ク ト ロ ボ レー シ ョ ン に よ る 分裂酵母への遺伝子導入に及ぽす高浸透圧の効果
園 政 勝 浩 Studies on 出e Synthesis and Reactivities of Cyclized Thianthrene Deriratives 
近 藤 真 人 CpG アイ ラ ン ド 近傍に 存在す る 大 き な転写産物 に対応す る cDNA の単離法の確立
高 瀬 修 一 主鎖型ポ リ ホス フ ィ ン を 配位子 に 用 い た新規高分子錯体触媒の調製 と そ の触媒機能
多 々 見 篤
S旬dies on 恥 Photochemical and Thermal Behavior of 5,5・Dihydroふ ［ (N-substituted) imino] 
dibenzothiophene in the Presence of Several Olefins, Sulfides, and Phosphorus Compounds 
中 川 恭 子 黒酵母 Aureobasidium pu/lulans に よ る Poly (L-Malicacid） の効率的生産
福 嶋 勝 硫化モ リ ブデ ン 分散触媒 を 用 い た石灰の水素化分解特性の解明
締 見 安 希 遺伝子発現調整蛋 白 質 Cpg の機能解析
松 本 理 恵 染色体相互転座 を利用 し た 先天性疾患関連遺伝子の探索
若 林 真 理 Effect of Solvation on the Metallation of Porph戸n-Polymer Conjugates 
事E t章 バ ク テ リ ア に よ る窒素固定 と ア ンモニア生産 に 関する研究
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［工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文
システム生産工学 ｜ 中 島 栄 次 ｜ 水平温度勾配 に よ る 2 層 系二重拡散対流の解析
平成12年 3 月 3 1 日 付 け
［工学研究科 （博士論文提 出 に よ る 情 士 の 学位授与 者 ） ］
氏 名 �A a岡 文 題
棲 井 寛 プ ッ シ ュ プル型換気装置の特性 と そ の設計に 関する研究
題 目
目
蓋 調 玲 Studies on the Structure and Mechanism of the Hydrolysis of Fluoro-and Alkoxy－ λ •  -sulfanenitriles 
村 瀬 篤 飛行時間型二次イ オ ン質量分析法の有機表面解析への応用
金 木 達 朗
Molecular chracterization of the novel lipoprotein receptor and Procollagen COOR-terminal proteinase 
enhancer highly expressed in smooth muscle cells in atheroma 
張 金 倉
Study of Electron Structure and Phase Transition on Atomic Substituted and Oxygen Stoichiometric 
YBa2Cu,O,  , Cuprates 
［理工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
シ ス テ ム 科 学 田 原 学 New Geome甘y on Tangent Bundles 
物 質 科 学 角 崎 雅 博 酸化物半導体 V O C セ ンサの作製 と そ の 高感度化 に関す る 研究
第435号
授与年月 日
平成13年 3 月 14 日
平成13年 3 月 14 日
平成13年 3 月 14 日
平成13年 3 月 14 日
平成13年 3 月 14 日
左 勝 利
Synthesis and Properti巴s of 2,5-Disubsti旬ted 1 ,6-methano [10] -annulenes and Epithiamethano- [14] 
annulene-dione Derivatives 
BOMMISETTY Surface Reconstructions and He旬roepitaxy of lnSb on Si Substrates V.RAO 
エ ネ ルギー科学 上 野 将 貴 非加換ゲージ場の ス ト ー ク ス 定理
中 村 誠 Higher-derivative Gravity 
生 命 環 境 科 学 白 山 肇 有機塩素化合物 を 含む排水の無酸素光分解処理 に関する研究
瀬 戸 陽 一 富山湾 に お け る ヤツデと ヒ ト デの生態学的研究
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